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東
日
本
大
震
災
に
よ
り
村
内
に 

避
難
さ
れ
て
い
る
皆
様
への
お
願
い 

 

東
日
本
大
震
災
に
伴
い
、
多
く
の
住
民
が
全
国
各

地
に
避
難
し
て
お
り
、
住
所
地
の
市
町
村
や
県
に
よ

る
避
難
者
の
所
在
地
等
の
情
報
把
握
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

 

避
難
者
本
人
か
ら
、
避
難
先
市
町
村
に
対
す
る
所

在
地
等
の
任
意
の
情
報
の
提
供
に
基
づ
き
、
避
難
元

市
町
村
が
所
在
地
等
を
把
握
す
る
こ
と
の
で
き
る

「
全
国
避
難
者
情
報
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
よ
っ
て
、
避
難
前
に
お

住
ま
い
の
市
町
村
や
県
に
お
い
て
避
難
者
の
所
在
地

等
の
情
報
把
握
が
可
能
と
な
り
、
こ
れ
ら
の
市
町
村

や
県
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
お
知
ら
せ
を
お
届
け
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
（見
舞
金
等
の
各
種
給
付
の
連 

絡
、
国
民
健
康
保
険
証
の
再
発
行
、
税
や
保
険
料
の

減
免
・
猶
予
・
期
限
延
長
等
の
通
知
等
） 

お
早
め
に
情
報
を
ご
提
供
く
だ
さ
い
。 

【
情
報
提
供
先
】 

 

《
父
島
に
避
難
さ
れ
て
い
る
皆
様
》 

 
 
 

小
笠
原
村
役
場 
総
務
課 

総
務
係 

 

《
母
島
に
避
難
さ
れ
て
い
る
皆
様
》 

 
 
 

小
笠
原
村
役
場 

母
島
支
所 
庶
務
係 

 

●
問
合
わ
せ
先 

 

 
 

総
務
課
総
務
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

小
笠
原
村
議
会
議
員
選
挙
の
結
果 

  

４
月
24
日
に
行
な
わ
れ
た
小
笠
原
村
議
会
議
員

選
挙
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
有
権
者
数
】 

 

《
父
島
》
１
４
５
１
人 

 

 

《
母
島
》
３
５
１
人 

 

《
合
計
》
１
８
０
２
人 

【
投
票
率
】 

 

《
父
島
》
76
・
64
％ 

 

《
母
島
》
86
・
89
％ 

 

《
合
計
》
78
・
63
％ 

【
得
票
数
】 

 
 

当
選 

池
田 

望 
 
 
 
 
 

１
９
２
票 

 
 
 

 

 
 

当
選 

佐
々
木 

ゆ
き
み 

 
 

１
９
２
票 

 
 
 

 

 
 

当
選 

い
な
が
き 

い
さ
む 

 

１
６
７
票 

 
 

当
選 

高
橋 

け
ん
じ 

 
 
 

１
６
７
票 

 
 

当
選 

な
ま
ず
え 

満 
 
 
 

１
６
４
票 

 
 

当
選 

一
木 

重
夫 

 
 
 
 

１
６
３
票 

 
 
 

 

 
 

当
選 

杉
田 

一
男 

 
 
 
 

１
３
７
票 

 
 
 

 

 
 

当
選 

か
た
ま
た 

の
り
ま
さ 

１
１
３
票 

 
 

次
点 

浪
川 

武 
 
 
 
 
 

１
０
７
票 

 
 
 

 

 
 

無
効
投
票 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

15
票 

 
 
 

 

 

●
問
合
せ
先 

選
挙
管
理
委
員
会 

２
―
３
１
１
１ 

 

東
京
都
知
事
選
挙
の
結
果 

  

４
月
10
日
に
行
な
わ
れ
た
東
京
都
知
事
選
挙
の

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
有
権
者
数
】 

 

《
父
島
》
１
５
３
６
人 

 

 

《
母
島
》
３
５
５
人 

 

《
合
計
》
１
８
９
１
人 

【
投
票
率
】 

 

《
父
島
》
66
・
41
％ 

 

《
母
島
》
72
・
96
％ 

 

《
合
計
》
67
・
64
％ 

【
得
票
数
】 

 
 

谷
山 

ゆ
う
じ
ろ
う 

 

３
票 

 
 
 

 

 
 

ふ
る
か
わ 

圭
吾 

 
 

３
票 

 
 

わ
た
な
べ 

美
樹 

１
８
６
票 

 
 
 

 

 
 

石
原 

慎
太
郎 

 

５
０
８
票 

 
 

ド
ク
タ
ー
・
中
松 

 
 

25
票 

 
 
 

 

 
 

マ
ッ
ク 

赤
坂 

 
 
 

６
票 

 
 

東
国
原 

英
夫 

 
４
２
８
票 

 
 
 

 

 
 

小
池 

あ
き
ら 

 

１
０
０
票 

 
 

姫
治 

け
ん
じ 

 
 
 

１
票 

 
 
 

 

 
 

お
が
み 

お
さ
む 

 
 

１
票 

 
 

杉
田 

健 
 
 
 
 
 

２
票 

 
 

無
効
投
票 

 
 
 
 

 

16
票 

 
 
 

 
 

●
問
合
せ
先 

選
挙
管
理
委
員
会 

２
―
３
１
１
１ 

 

原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
伴
う 

水
質
検
査
の
結
果
に
つ
い
て 

 

３
月
11
日
、
東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
お
よ
び
第
二
原
子
力
発
電
所
に
つ
い 

 

て
、
原
子
力
災
害
特
別
措
置
法
第
15
条
に
基
づ 

 

き
、
内
閣
総
理
大
臣
に
よ
る
原
子
力
緊
急
事
態
宣
言

が
発
出
さ
れ
て
お
り
、
放
射
性
物
質
が
周
辺
地
域
に

与
え
る
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
た
め
、
都
内
の
水
道
水
質
管
理
お
よ
び
都
民

の
安
心
・
安
全
の
観
点
か
ら
、
東
京
都
が
水
道
水
の

放
射
性
物
質
の
検
査
を
実
施
し
ま
し
た
。 

小
笠
原
村
で
４
月
５
日
に
父
島
・
母
島
両
島
で
浄

水
場
の
浄
水
を
採
取
し
た
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
検
査
項
目
】 

○
放
射
性
ヨ
ウ
素 

○
放
射
性
セ
シ
ウ
ム 

【
採
水
地
点
】 

《
父
島
》
扇
浦
浄
水
場 

 

《
母
島
》
沖
村
浄
水
場 

【
結
果
】 

定
量
下
限
値
50
ベ
ク
レ
ル
パ
ー
キ
ロ
グ
ラ
ム

（以
下
「
Bq
／
kg
」
）に
て
測
定 

《
父
島
》
不
検
出 

《
母
島
》
不
検
出 

 

今
回
行
っ
た
検
査
は
、
緊
急
・
臨
時
に
行
っ
た
た

め
定
量
下
限
値
50

Bq
／
kg
で
し
た
が
、
次
回
か
ら

は
１
Bq
／
kg
で
、
よ
り
精
密
に
実
施
さ
れ
る
予
定

で
す
。（
定
量
下
限
値
と
は
、
検
出
で
き
る
最
小
値
の

こ
と
で
す
。
） 

次
回
は
、
５
月
16
日
（月
）を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
わ
せ
先 

建
設
水
道
課 

 

２
―
３
１
１
５ 
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小笠原の花・木・鳥・魚 
花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 
鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 
 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

4/27現在 

父島 

67.2/100 

母島 

68.3/100 

 

3 月気象状況   （父島） 

最高気温   23.9℃ 

最低気温   12.6℃ 

平均気温   18.3℃ 

平均湿度   63％ 

月降水量   30.5mm 

住民基本台帳登録者数（4/1）  
 

 

             2,397人 
 

 

             父島      母島   
 
 

  人口      1,945人   452人 
 

 

 

  世帯      1,056    242 

ＮＯ．５８３ 
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５/１(日) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

村村民民だだよよりり 



  NO．583   平成 23（2011）年 5 月 1 日（日）                          編集・発行  小笠原村総務課 

-2- 

急
患
搬
送
付
添
者
の
宿
泊
施
設 

 
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
り
被
害
を
受
け
た

島
嶼
会
館
の
休
館
中
に
、
救
難
飛
行
艇
ま
た
は
救
難

ヘ
リ
に
よ
り
急
患
搬
送
さ
れ
た
患
者
さ
ん
の
付
添
の

方
は
、
島
嶼
開
館
に
替
わ
り
に
、
次
の
宿
泊
施
設
を

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

【
ホ
テ
ル
名
】 

ス
マ
イ
ル
ホ
テ
ル
浜
松
町 

（Ｊ
Ｒ
浜
松
町
駅
南
口
よ
り
徒
歩
８
分
） 

【
利
用
料
金
】 

 

《
宿
泊
料
》
１
千
円
（１
泊
）、 

 

《
清
掃
料
》
１
５
０
０
円
（１
回
あ
た
り
） 

 

詳
し
く
は
、
村
役
場
総
務
課
、
母
島
支
所
、
ま
た

は
診
療
所
事
務
担
当
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
広
尾
病
院
付
設
の
「
さ

く
ら
寮
」
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 ●
問
合
わ
せ
先 

 

 

《
宿
泊
施
設
に
関
し
て
》 

 
 
 

総
務
課
総
務
係 

 
 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

 
 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

《
さ
く
ら
寮
予
約
》 ０

３
―
３
４
４
４
―
１
１
８
１ 

（都
立
広
尾
病
院
医
療
相
談
室
） 

 

父
島
返
還
祭
参
加
者
募
集 

 
 

今
年
も
「
父
島
返
還
祭
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
夜
店
な
ど
皆
様
の
積
極

的
な
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
今
年

は
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
、
被
災
地
の
支
援
に
関

す
る
出
展
を
特
に
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

【
日
時
】
６
月
25
日
（土
）午
後
５
時
か
ら 

【
場
所
】
大
神
山
公
園
お
祭
り
広
場 

【
募
集
内
容
】 

《
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
募
集
》 

歌
、
踊
り
、
劇
、
演
奏
な
ど
返
還
祭
に
ふ
さ

わ
し
い
出
演
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

《
夜
店
募
集
》 

飲
食
、
物
販
な
ど
返
還
祭
の
趣
旨
に
賛
同
す

る
出
店 

【
申
込
締
切
】
５
月
27
日
（金
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

《
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
》 

総
務
課
総
務
係 

 
 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

《
夜
店
》 

 
 
 

小
笠
原
村
産
業
活
性
化
対
策
協
議
会 

福
本 

０
９
０
―
２
２
１
８
―
０
６
４
１  

硫
黄
島
訪
島
事
業
の
延
期 

 

小
笠
原
村
で
は
、
平
成
７
年
に
「
平
和
都
市
宣
言
」

を
行
い
、
戦
争
の
悲
惨
さ
、
平
和
の
尊
さ
を
理
解
す

る
地
域
づ
く
り
、
人
づ
く
り
を
目
指
し
て
お
り
、
そ

の
一
環
と
し
て
、
例
年
６
月
に
硫
黄
島
へ
の
訪
島
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
今
年
度
の
実
施
に
つ
い
て 

 
は
、
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ

り
、
村
外
の
硫
黄
島
旧
島
民
の
方
々
の
参
加
が
一
部

困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
現
状
を
考
慮
し
、
秋
以

降
に
延
期
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

実
施
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
改
め
て
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
わ
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

２
―
３
１
１
１ 

 

ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油
の 

保
管
に
関
す
る
注
意 

 

◎
ガ
ソ
リ
ン
と
軽
油
の
危
険
性 

  

ガ
ソ
リ
ン
は
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
40
℃
で
も
気
化

し
、
小
さ
な
火
源
で
も
爆
発
的
に
燃
焼
す
る
物
質
（
軽

油
は
プ
ラ
ス
40
℃
）
で
す
。
ガ
ソ
リ
ン
お
よ
び
軽
油

の
蒸
気
は
空
気
よ
り
重
い
の
で
、
低
所
に
滞
留
し
や

す
く
、
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
思
わ
ぬ
火
源
に
よ
っ

て
引
火
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。 

 

軽
油
は
、
大
量
に
保
管
す
る
と
火
災
危
険
性
が
高

ま
る
と
と
も
に
、
一
旦
火
災
が
発
生
す
る
と
大
火
災

に
な
る
危
険
性
が
あ
り
、
適
正
な
容
器
に
よ
る
管
理

が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

◎
ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油
を
入
れ
る
容
器 

  

ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油
を
入
れ
る
容
器
は
、
一
定
の
強

度
を
有
す
る
と
と
も
に
、
材
質
に
よ
り
容
量
が
制
限

さ
れ
て
い
ま
す
。
基
準
に
適
合
し
た
容
器
に
は
、
そ

の
旨
が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

特
に
、
灯
油
用
ポ
リ
容
器
に
ガ
ソ
リ
ン
を
入
れ
る

こ
と
は
非
常
に
危
険
で
す
の
で
行
わ
な
い
で
く
だ
さ

い
。 

       

◎
容
器
の
容
量
制
限 

  

ガ
ソ
リ
ン
お
よ
び
軽
油
を
入
れ
る
主
な
容
器
の
容

量
制
限
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
ガ
ソ
リ
ン
】 

 

《
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
》
10
リ
ッ
ト
ル
以
下 

 

《
金
属
製
容
器
》 

 
 
 

60
リ
ッ
ト
ル
以
下 

 

《
金
属
製
ド
ラ
ム
》  

２
５
０
リ
ッ
ト
ル
以
下 

【
軽
油
】 

 

《
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
》
30
リ
ッ
ト
ル
以
下 

 

《
金
属
製
容
器
》 

 
 
 

60
リ
ッ
ト
ル
以
下 

 

《
金
属
製
ド
ラ
ム
》  

２
５
０
リ
ッ
ト
ル
以
下 

               

●
問
合
わ
せ
先 

総
務
課
総
務
係 
２
―
３
１
１
１ 

小
笠
原
村
職
員
の
募
集 

             

※
村
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
要
綱
・
申
込
書
掲
載 

 

●
問
合
わ
せ
先 

 
 

総
務
課
総
務
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

 
 

村
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

 
 
 
 
 

http://w
w
w

.vill.ogasaw
ara.toky

o.jp/ 

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
新
規
申
込
受
付  

  

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
新
規
申
し
込
み
に
つ
き
ま
し
て

は
、
衛
星
回
線
の
サ
ー
ビ
ス
変
更
に
伴
う
、
サ
ー
ビ

ス
低
下
が
懸
念
さ
れ
た
た
め
、
新
規
申
し
込
み
を
見

合
わ
せ
て
お
り
ま
し
た
が
、
安
定
し
た
利
用
の
提
供

が
で
き
る
見
込
み
が
た
っ
た
た
め
、
申
込
受
付
を
開

始
い
た
し
ま
す
。 

【
受
付
開
始
日
】
５
月
９
日
（月
） 

【
申
込
場
所
】 

《
父
島
》
総
務
課
Ｉ
Ｔ
推
進
係 

《
母
島
》
母
島
支
所 

【
利
用
料
】 

《
個 

人
》
月
額
３
千
円 

《
事
業
所
》
月
額
６
千
円 

 

利
用
料
金
は
、
現
在
、
暫
定
的
に
設
定
さ
せ
て
い

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
７
月
分
よ
り
新
規
利
用
料

金
に
変
更
す
る
予
定
で
す
。
料
金
変
更
等
に
伴
う
説

明
会
を
６
月
に
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
Ｉ
Ｔ
推
進
係
２
―
３
１
１
１ 

ガソリン収納容器

消防法令適合品で

ある確認証 

看
護
師 

(

任
期
付) 

助
産
師 

看
護
師 

技
術 （電

気
） 

 

保
健
師 

職 

種 

  

  

１
名 

人 

員 

 
 

随
時
受
付 

６
月
22
日
（水
） 

午
後
５
時
ま
で 

５
月
９
日
（月
） 

午
後
５
時
ま
で 

募 

集 

期 

間 
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テ
レ
ビ
を
視
聴
さ
れ
る
方
へ  

 
４
月
１
日
よ
り
小
笠
原
村
で
は
、
村
が
事
業
者
と

な
っ
て
有
線
テ
レ
ビ
放
送
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。  

こ
れ
に
伴
い
、
テ
レ
ビ
を
視
聴
す
る
に
は
、
村
に

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
利
用
申
し
込
み
を
し
て
い
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
４
月
１
日
以
降
申
込
の

方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
施
設
負
担
金
と
し
て
１
万
円

を
ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。 

テ
レ
ビ
を
視
聴
す
る
た
め
に
、
宅
内
に
機
器
（Ｖ
―

Ｏ
Ｎ
Ｕ
）を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。
設
置
さ
れ
て
い
な

い
場
合
は
、
村
に
設
置
申
込
書
を
提
出
願
い
ま
す
。

な
お
、
ア
パ
ー
ト
等
の
共
同
住
宅
内
ま
た
は
、
賃
貸

住
宅
に
居
住
さ
れ
て
い
る
方
が
設
置
申
し
込
み
を
す

る
際
は
、
事
前
に
住
宅
の
所
有
者
の
承
認
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
ご
留
意
願
い
ま
す
。 

【
申
込
場
所
】 

《
父
島
》
総
務
課
Ｉ
Ｔ
推
進
係 

《
母
島
》
母
島
支
所 

【
利
用
料
】
月
額
１
５
０
０
円 

※
利
用
料
は
、
７
月
分
か
ら
ご
負
担
い
た
だ
き
ま

す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
Ｉ
Ｔ
推
進
係
２
―
３
１
１
１ 

 

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
の 

情
報
セ
ン
タ
ー
の
休
館
日
つ
い
て 

 

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
（
４
月
29
日
（金
）〜
５
月

５
日
（木
））
期
間
中
の
情
報
セ
ン
タ
ー
の
休
館
日
は

次
の
と
お
り
で
す
。 

【
休
館
日
】
５
月
１
日
（日
）、
３
日
（火
）、
５
日
（木
） 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
Ｉ
Ｔ
推
進
係
２
―
３
１
１
１ 

 

父
島
動
物
巡
回
診
療 

 

ペ
ッ
ト
の
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
、
む
や
み
な
繁

殖
を
抑
制
す
る
こ
と
、
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
な
い
こ

と
は
飼
い
主
の
責
任
で
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
動
物

巡
回
診
療
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、
適
正
な
ペ
ッ
ト
の

飼
育
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
申
込
締
切
】
５
月
26
日
（木
）ま
で 

【
診
療
日
程
】
５
月
29
日
（日
）、
30
日
（月
） 

【
場
所
】
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

【
注
意
事
項
】 

 

○
診
療
は
有
料
で
す
。 

 

○
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
先
着
順
に
受
け

付
け
ま
す
の
で
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

 
 

総
務
課
企
画
政
策
室 

 
 
 

２
―
３
１
１
１  

野
ネ
コ
対
策
事
業 

 

村
で
は
、
飼
い
主
の
い
な
い
野
ネ
コ
に
不
妊
去
勢

手
術
を
施
し
、
新
た
な
野
ネ
コ
の
増
加
を
防
ぐ
「
野

ネ
コ
対
策
事
業
」
を
、
平
成
８
年
か
ら
継
続
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。 

野
ネ
コ
の
一
時
捕
獲
は
村
民
の
皆
様
か
ら
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
っ
て
お
り
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
に

は
カ
ゴ
を
貸
し
出
し
し
て
お
り
ま
す
。
総
務
課
企
画

政
策
室
ま
た
は
、
母
島
支
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

【
父
島
捕
獲
集
中
期
間
】 

 
 

５
月
23
日
（月
）〜
29
日
（日
） 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

総
務
課
企
画
政
策
室 

 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

行
政
相
談
所
の
開
設 

 

【
日
時
】
５
月
13
日
（金
）午
後
７
時
〜
９
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
行
政
相
談
委
員
】
山
田 

捷
夫 

 

《
住 

  

所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村 

 

《
連
絡
先
》 

０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８ 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

軽
自
動
車
税
の
減
免 

 

軽
自
動
車
税
は
、
申
請
期
限
内
に
申
請
す
る
こ
と

に
よ
り
減
免
さ
れ
ま
す
。 

○
身
体
障
害
者
の
方
な
ど
が
使
用
す
る
軽
自
動
車

等
で
条
件
を
満
た
す
も
の 

○
身
体
障
害
者
の
方
な
ど
の
た
め
に
軽
自
動
車
等

を
構
造
変
更
し
、
構
造
や
利
用
の
条
件
を
満
た

す
も
の 

○
社
会
福
祉
法
人
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い

る
団
体
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
等
で
、
村
長
が

そ
の
活
動
に
公
益
性
を
認
め
る
団
体
が
、
そ
の

活
動
の
た
め
に
専
ら
使
用
す
る
も
の 

○
生
活
保
護
受
給
者
が
使
用
す
る
軽
自
動
車
等 

で
、
村
長
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
も
の 

○
天
災
そ
の
他
特
別
な
事
情
が
あ
る
と
村
長
が
認

め
る
も
の 

【
申
込
期
限
】
５
月
31
日
（火
）ま
で 

【
申
請
場
所
】
財
政
課
税
務
係
、
母
島
支
所 

【
そ
の
他
】 

 
 

減
免
条
件
や
申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど
を
ご
確

認
の
上
、
お
早
め
に
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 

固
定
資
産
税
の
減
免 

 

次
に
該
当
す
る
場
合
、
固
定
資
産
税
の
減
免
を
受

け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

【
要
件
】 

①
貧
困
に
よ
り
生
活
保
護
の
扶
助
な
ど
を
受
け
る

者
が
所
有
す
る
固
定
資
産 

②
公
益
の
た
め
に
直
接
専
用
す
る
固
定
資
産 

 
 

（私
道
、
公
民
館
、
公
園
、
福
祉
利
用
・
学
校
教

育
な
ど
公
共
の
用
に
供
す
る
施
設
お
よ
び
用

地
、
公
共
団
体
等
に
無
償
で
貸
し
付
け
て
い
る

資
産
な
ど
） 

③
村
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
わ
た
る
災
害
、
も
し

く
は
火
災
な
ど
に
よ
り
著
し
く
減
じ
た
固
定

資
産 

④
そ
の
他
特
別
の
事
由
が
あ
る
も
の 

【
申
請
場
所
】 

《
父
島
》
村
役
場
財
政
課
税
務
係 

《
母
島
》
母
島
支
所 

【
申
請
期
限
】 

固
定
資
産
税
の
納
付
期
限
ま
で 

※
②
「
公
益
の
た
め
に
直
接
専
用
す
る
固
定
資
産
」

の
減
免
に
つ
い
て
は
、
当
該
年
度
の
初
日
の
属

す
る
年
の
１
月
31
日
ま
で
（
今
年
度
の
場
合 

は
、
平
成
23
年
１
月
31
日
ま
で
） 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 

村
営
バ
ス 

 

ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ウ
ィ
ー
ク
中
の
運
行 

 

村
営
バ
ス
は
、
５
月
１
日
（
日
）
〜
５
日
（
木
）
の 

間
、
休
日
ダ
イ
ヤ
運
行
に
加
え
て
、
次
の
便
を
運
行

し
ま
す
。 

○
午
前
８
時
15
分
「
村
役
場
」
発 

○
午
前
８
時
30
分
「
小
港
海
岸
」
発 

○
午
後
１
時
30
分
「
村
役
場
」
発 

○
午
後
１
時
45
分
「
小
港
海
岸
」
発 

※
５
月
２
日
（月
）は
平
日
ダ
イ
ヤ
で
す
。 

休
日
の
お
出
か
け
に
は
、
ぜ
ひ
村
営
バ
ス
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
営
バ
ス
営
業
所 

 
 
 

２
―
３
９
８
８ 

産
業
観
光
課 

 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

扇
浦
遊
歩
道
供
用
開
始 

 

村
で
は
観
光
施
設
整
備
の
一
環
と
し
て
、
遊
歩
道

の
整
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
度
、
扇
浦
〜
桑
ノ
木
山
間
で
整
備
を
進
め
て

い
た
「
扇
浦
遊
歩
道
」
が
完
成
し
、
５
月
１
日
（日
）

よ
り
供
用
を
開
始
い
た
し
ま
す
。 

本
ル
ー
ト
は
戦
前
に
使
用
さ
れ
て
い
た
旧
道
を
も
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と
に
整
備
し
た
も
の
で
す
。
扇
浦
地
域
は
戦
前
よ
り

大
村
地
域
と
な
ら
び
島
民
生
活
の
中
心
で
あ
り
、
こ

こ
を
起
点
と
し
た
道
が
多
く
整
備
さ
れ
て
い
ま
し 

た
。
本
ル
ー
ト
は
主
に
桑
ノ
木
山
・
中
央
山
方
面
へ

も
っ
と
も
利
用
さ
れ
た
道
を
復
元
し
た
も
の
で
す
。

３
か
所
の
展
望
地
の
ほ
か
、
軍
用
隧
道
も
見
所
と 

な
っ
て
い
ま
す
。 

ル
ー
ト
の
一
部
は
歩
き
に
く
い
場
所
、
わ
か
り
に

く
い
場
所
が
あ
り
ま
す
の
で
、
標
識
等
に
注
意
し
て

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。 

ま
た
本
ル
ー
ト
は
定
期
的
に
注
目
種
（ア
カ
ガ
シ

ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
、
オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
、
オ

ガ
サ
ワ
ラ
ノ
ス
リ
）
の
出
現
状
況
等
を
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
し
て
お
り
ま
す
。
注
目
種
へ
の
配
慮
か
ら
、
必
要

に
応
じ
て
通
行
止
め
に
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の 

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
を
村
役
場
、
観
光
協
会
に

用
意
し
ま
し
た
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

                  
  

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

フ
ォ
ト
レ
ポ
ー
タ
ー
事
業 

カ
メ
ラ
マ
ン
募
集 

 

小
笠
原
の
観
光
Ｐ
Ｒ
用
の
写
真
収
集
を
目
的
と 

し
て
、
カ
メ
ラ
マ
ン
を
募
集
い
た
し
ま
す
。 

【
資
格
】 

父
島
在
住
で
島
の
四
季
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

撮
影
が
可
能
な
方 

【
撮
影
内
容
】 

小
笠
原
の
自
然
、
文
化
、
風
物
な
ど
小
笠
原
の

あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル 

※
受
託
者
が
任
意
に
撮
影 

【
提
出
枚
数
】
年
間
３
６
０
枚
以
上 

【
撮
影
方
法
】 

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に
よ
る
撮
影(

１
６
０
０
×

１
２
０
０
ピ
ク
セ
ル
以
上) 

【
撮
影
期
間
】
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で 

【
著
作
権
】 

提
出
い
た
だ
い
た
写
真
の
著
作
権
は
、
永
久
的

に
小
笠
原
村
に
帰
属
し
ま
す 

【
委
託
料
】
５
万
２
５
０
０
円 

【
選
考
方
法
】 

こ
れ
ま
で
に
自
身
で
撮
影
し
た
写
真
30
枚
程

度
を
村
役
場
産
業
観
光
課
ま
で
サ
ン
プ
ル
と
し 

て
、
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
な
ど
の
デ
ー
タ
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
（郵
送
も
し
く
は
持
参
）こ
れ
を
も
と

に
選
考
し
、
デ
ー
タ
は
選
考
後
に
返
却
い
た
し
ま

す
。 

【
申
込
締
切
】
５
月
20
日
（金
）必
着 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

農
地
の
貸
借
（農
用
地
利
用
集
積
計
画
） 

  

村
お
よ
び
農
業
委
員
会
で
は
、
村
内
の
遊
休
農
地

を
解
消
し
農
業
生
産
力
の
向
上
に
つ
な
げ
る
た 

 

め
、
貸
付
け
ま
た
は
売
却
希
望
の
農
地
を
探
し
て
い

ま
す
。 

 

現
在
、
農
地
を
有
効
に
活
用
し
き
れ
て
い
な
い
方

や
、
今
後
、
経
営
規
模
の
縮
小
を
お
考
え
の
方
な
ど

は
、
村
役
場
産
業
観
光
課
ま
た
は
お
近
く
の
農
業
委

員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

ご
相
談
い
た
だ
い
た
農
地
に
つ
い
て
は
、
農
業
経

営
基
盤
強
化
促
進
法
に
基
づ
く
「
農
用
地
利
用
集
積

計
画
」
に
よ
っ
て
農
地
の
「
貸
借
」
ま
た
は
「
所
有

権
の
移
転
（売
買
）」
を
行
い
ま
す
。 

農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る
農
地
の
「
貸
借
」

で
は
、
貸
借
の
期
間
が
終
了
す
る
と
確
実
に
農
地
は

返
却
さ
れ
、
離
作
料
の
支
払
い
な
ど
の
心
配
も
一
切

あ
り
ま
せ
ん
。
貸
し
手
・
借
り
手
の
双
方
が
希
望
す

る
場
合
に
は
、
貸
借
の
更
新
も
で
き
ま
す
。 

「
所
有
権
の
移
転
」
に
つ
い
て
も
、
煩
雑
な
登
記

手
続
き
を
村
が
権
利
者
に
代
わ
っ
て
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
手
続
き
等
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
ま
す
。 

ま
た
、「
貸
借
」
お
よ
び
「
所
有
権
の
移
転
」
に
関

す
る
諸
条
件
の
交
渉
や
手
続
き
は
、
村
が
当
事
者
の

間
に
入
っ
て
調
整
し
ま
す
の
で
、
契
約
に
係
る
ト
ラ

ブ
ル
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

農
地
の
貸
借
や
権
利
関
係
に
関
す
る
ご
相
談 

 

は
、
村
産
業
観
光
課
ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

村
役
場
人
事
異
動 

 

【
採
用
】 

医
療
課(

父
島
診
療
所)  

鈴
木 

靖
範
〔
理
学
療
法
士
〕 

 

村
長
出
張
報
告 

 

【
出
張
期
間
】 

《
３
月
30
日
〜
４
月
９
日
》 

○
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合
会
議
出
席 

○
硫
黄
島
諸
事
業
打
合
せ 

○
教
育
旅
行
打
合
せ 

○
国
土
交
通
省
あ
い
さ
つ 

等 

《
４
月
12
日
〜
16
日
》 

○
都
庁
各
局
あ
い
さ
つ 

等 
 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 
２
―
３
１
１
１ 

                                        

４
月
11
日
付 

こどもまつり（父島） 
５月３日（火）  

午前１０時～正午 

おまつり広場 

(雨天の場合 地域福祉センター) 
村民課福祉係 2-3939 

子供の日の集い(母島) 
５月３日（火）  

午前 10 時～正午 

母島小中学校グラウンド 

(雨天の場合は体育館) 

母島支所 3-2111 
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母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、
５
月
の
「母
島

巡
回
労
働
相
談
」の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
５
月
９
日
（月
）午
後
５
時
〜
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
への
入
林
受
付 

 
 

 
 

お
よ
び
簡
易
講
習
の
実
施 

  

母
島
に
お
い
て
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利
用

す
る
た
め
の
簡
易
な
講
習
と
入
林
申
請
受
付
を
実
施

し
ま
す
。 

 

父
島
に
お
い
て
は
、
随
時
実
施
し
て
い
ま
す
の
で

電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

な
お
、
こ
の
講
習
の
対
象
者
は
村
民
と
し
て
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
利
用
さ
れ
る
方
に
限
り
ま
す
。 

【
日
時
】
５
月
16
日
（月
）午
後
７
時
〜
８
時 

【
場
所
】
村
民
会
館 

２
階
会
議
室 

【
必
要
な
も
の
】 

①
印
鑑
、
②
村
民
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
18
歳

以
上
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
（
免
許
証

な
ど
） 

※
年
間
入
林
申
請
（年
間
パ
ス
）お
よ
び
講
習
修
了
証

の
有
効
期
間
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
期
間
終
了
後

も
引
き
続
き
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め
に
は

再
申
請
ま
た
は
更
新
講
習
の
受
講
が
必
要
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
４
０
３ 

 
 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課
２
―
２
１
０
３ 

 

海
上
保
安
署
か
ら
の
お
願
い 

 

４
月
29
日
（
金
）
か
ら
５
月
８
日
（
日
）
ま
で
の 

間
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
安
全
推
進
活
動
を
実
施

し
ま
す
。
海
へ
出
か
け
る
際
は
、
次
の
こ
と
を
守
り

ま
し
ょ
う
。 

○
天
候
の
急
変
に
注
意
し
、
最
新
の
気
象
情
報
を

入
手
し
ま
し
ょ
う
。 

○
単
独
行
動
や
無
理
な
行
動
は
や
め
ま
し
ょ
う
。 

○
携
帯
電
話
な
ど
の
連
絡
手
段
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。 

○
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。 

○
船
舶
、
装
備
、
機
材
の
点
検
を
実
施
し
ま
し
ょ

う
。 

事
故
等
の
発
生
、
ま
た
は
目
撃
を
し
ま
し
た
ら
海

上
保
安
署
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 
小
笠
原
海
上
保
安
署
２
―
７
１
１
８ 

海
の
も
し
も
は
１
１
８
番 

 

日
本
赤
十
字
社
社
費
募
集 

 

日
本
赤
十
字
社
は
、
「
人
道
」
の
基
本
理
念
の
も 

と
、
国
際
赤
十
字
の
一
員
と
し
て
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条

約
等
の
国
際
人
道
法
の
精
神
に
基
づ
き
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
国
の
内
外
に
お
い
て
展
開
し
て
い
ま
す
。 

小
笠
原
村
に
お
い
て
も
、
日
本
赤
十
字
社
東
京
都

支
部
よ
り
災
害
備
蓄
品
や
災
害
用
車
両
等
の
交
付
を

受
け
て
い
ま
す
。 

５
月
は
赤
十
字
運
動
月
間
で
す
。
一
人
で
も
多
く

の
方
に
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
赤
十
字
活
動
資

金
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
募
集
方
法
】 

《
父
島
》 

村
民
の
方
へ
は
、
父
島
婦
人
会
の
方
が
各
戸

訪
問
の
上
、
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

ま
た
小
笠
原
支
庁
、
小
笠
原
村
役
場
窓
口
で

も
募
集
し
て
お
り
ま
す
。 

《
母
島
》 

小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所
ま
た
は
村
役
場

母
島
支
所
の
窓
口
で
募
集
し
て
お
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
支
庁
総
務
課
行
政
係 

２
―
２
１
２
１ 

 
 

小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所 

 

３
―
２
１
２
１ 

 
 

村
役
場
総
務
課
総
務
係 

 
 

２
―
３
１
１
１ 

 
 

村
役
場
母
島
支
所
庶
務
係 

 

３
―
２
１
１
１ 

 

小
笠
原
支
庁
専
務
的
非
常
勤
職
員
の
募
集 

 

【
職
種
お
よ
び
採
用
人
数
】
農
芸
員 

１
名 

【
雇
用
期
間
】
７
月
１
日
〜
平
成
24
年
３
月
31
日 

【
業
務
内
容
】 

農
業
関
係
の
試
験
研
究
に
必
要
な
圃
場
管 

理
、
実
験
等
の
補
助
等 

【
勤
務
場
所
】
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー 

【
応
募
資
格
】 

職
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
や
経

験
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者 

【
選
考
日
時
】
５
月
30
日
（月
）
（予
定
） 

【
会
場
】
小
笠
原
支
庁
大
会
議
室 

【
申
込
締
切
】
５
月
16
日
（月
） 

※
詳
し
く
は
、
小
笠
原
支
庁
で
配
布
す
る
募
集
要
項

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
支
庁
総
務
課
庶
務
係 

２
―
２
１
２
１ 

 
東
京
都
自
然
保
護
員
（非
常
勤
職
員
）

募
集
（東
京
都
レ
ン
ジ
ャ
ー
） 

 

【
主
な
職
務
内
容
】 

 

○
観
光
客
な
ど
へ
の
利
用
マ
ナ
ー
の
普
及
・
啓
発 

○
希
少
な
動
植
物
の
密
猟
や
盗
掘
の
監
視 

○
利
用
者
の
安
全
確
保
の
た
め
の
遊
歩
道
や
案
内

板
な
ど
の
点
検
・
応
急
補
修 

○
動
植
物
の
生
息
、
生
育
状
況
等
自
然
環
境
の
継

続
的
な
観
測
お
よ
び
監
視 

 

○
小
笠
原
諸
島
に
置
け
る
旅
客
船
ま
た
は
観
光
船

が
発
着
す
る
際
に
行
う
、
動
植
物
の
持
ち
込 

 

み
、
持
ち
出
し
等
乗
船
者
へ
の
検
査
等
移
入
種

対
策
へ
の
協
力 

 

○
小
笠
原
諸
島
に
お
け
る
観
光
業
者
な
ど
へ
の
指

導
お
よ
び
助
言 

【
募
集
予
定
人
数
】
若
干
名 

【
勤
務
地
】
小
笠
原
地
域
（父
島
ま
た
は
母
島
） 

【
試
験
日
時
（筆
記
）】
５
月
23
日
（月
） 

【
会
場
】
都
内
区
部 

【
申
込
締
切
】
５
月
９
日
（月
） 

 

詳
し
く
は
、
小
笠
原
支
庁
で
配
布
し
て
い
る
募
集

要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

東
京
都
環
境
局
自
然
環
境
部
緑
環
境
課
自
然
公
園
係 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
５
３
８
８
―
３
５
０
８ 

 
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://w
w
w
.k

ankyo.m
etro.tokyo.jp

/ 

 

銃
器
に
よ
る
父
島
の
ノ
ヤ
ギ
駆
除 

  

環
境
省
お
よ
び
東
京
都
で
は
、
父
島
の
植
生
回
復

を
図
る
た
め
、
銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
駆
除
を
行
い

ま
す
。 

 

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
安
全
に
十
分
配
慮
し
ま
す

が
、
皆
様
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
作
業
区
域
内

に
は
、
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
を
除
き
、
立
ち
入
ら
な

い
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
期
間
】
５
月
21
日
（土
）〜
28
日
（土
） 

※
お
が
さ
わ
ら
丸
出
港
日
か
ら
入
港
日
の
み
実

施
し
ま
す
。 

【
時
間
】
午
前
５
時
〜
正
午 

【
作
業
区
域
】 

石
浦
か
ら
巽
湾
側
に
亀
之
首
ま
で
の
沿
岸
お

よ
び
そ
の
周
辺
山
域 
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         ●
問
合
せ
先 

 

 
 

小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 
２
―
７
１
７
４ 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当 

２
―
２
１
２
３ 

 

ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面 

遊
歩
道
の
通
行
止
め 

  

東
京
都
で
は
、
父
島
の
植
生
回
復
を
図
る
た 

 

め
、
追
い
込
み
捕
獲
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
駆
除
を
中
山

峠
周
辺
で
行
い
ま
す
。 

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
皆
様
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
、
小
港
か
ら
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
・
高
山
方
面
の
遊

歩
道
を
通
行
止
め
い
た
し
ま
す
。 

【
実
施
日
】
５
月
16
日
（月
） 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当 

２
―
２
１
２
３ 

 

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
実
施 

  

５
月
11
日
（
水
）
か
ら
20
日
（
金
）
ま
で
の
10
日

間
「
や
さ
し
さ
が 

走
る
こ
の
街 

こ
の
道
路
」
を

メ
ー
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

が
行
な
わ
れ
ま
す
。 

【
重
点
】 

○
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進 

○
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底 

○
飲
酒
運
転
の
根
絶 

○
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止 

 

安
全
運
転
を
心
が
け
る
と
共
に
、
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
警
察
署 

 

２
―
２
１
１
０ 

 

母
島
交
通
安
全
教
室 

 

【
日
時
】
５
月
７
日
（土
）午
後
６
時
30
分 

【
場
所
】
村
民
会
館
体
育
室 

【
主
催
】
小
笠
原
警
察
署 

【
内
容
】 

○
交
通
講
話 

○
ビ
デ
オ
上
映
「
わ
が
家
の
自
転
車
騒
動
記
」 

【
そ
の
他
】
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
駐
在
所 

 
 

３
―
２
１
１
０ 

 

小
笠
原
高
等
学
校 

授
業
公
開 

 

【
期
間
】
５
月
23
日
（月
）
〜
27
日
（金
） 

【
時
間
】 

１
時
限
目 

午
前
８
時
20
分 

〜
６
時
限
目 

午
後
３
時
20
分
ま
で 

 
 
 

※
相
談
ブ
ー
ス 

午
後
３
時
30
分
〜
５
時 

【
科
目
お
よ
び
時
間
割
】 

 

当
日
受
付
に
て
配
布
い
た
し
ま
す
。 

 

お
車
で
の
ご
来
校
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

大
勢
の
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
高
等
学
校 

２
―
２
３
４
６ 

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
日
程
】
５
月
27
日
（金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
〜
正
午 

（１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
） 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
事
前
予
約
受
付 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

 

●
当
日
の
問
合
せ
先 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７ 

大
神
山
公
園 

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ 

  

公
益
財
団
法
人
東
京
都
公
園
協
会
は
、
４
月
１
日

か
ら
、
都
立
大
神
山
公
園
と
あ
わ
せ
て
、
小
笠
原
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
を
行
う
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。 

そ
の
た
め
、
公
園
管
理
所
を
宮
之
浜
道
か
ら
、
西

町
の
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
内
へ
と
移
転
し
ま

し
た
。
引
き
続
き
、
村
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
得
な

が
ら
親
し
ま
れ
る
公
園
管
理
を
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

大
神
山
公
園
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

 
 
 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
内 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
７
１
７
０ 

 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ 

 

５
月
の
開
館
日
は
、
14
日
（
土
）
ま
で
は
毎
日
開
館

し
ま
す
。 

18
日
（水
）以
降
は
、
お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
日
〜
出

港
日
の
間
の
開
館
と
な
り
ま
す
。 

【
時
間
】
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時 

※
５
月
６
日
（金
）ま
で
は
、
午
後
９
時
ま
で
開
館 

【
特
別
展
】 

ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
展 

〜
や
っ
ぱ
り
ク
ジ
ラ
は
大
き
い
な
！ 

《
期
間
》
５
月
14
日
（土
）ま
で 

【
写
真
展
】 

〜
返
還
（昭
和
43
年
）か
ら 

20
年
間
の
移
り
変
わ
り
〜 

【
企
画
展
】 

小
友
浦
船
「
中
吉
丸
」
漂
着
１
７
０
周
年
展 

が
ん
ば
ろ
う
東
北
・
関
東
！ 

陸
前
高
田
市 

《
協
力
》
小
笠
原
村
教
育
委
員
会 

 ●
問
合
せ
先 

 
 
 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
０
０
１ 

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
（境
浦
海
岸
） 

 

商
工
会
青
年
部
で
は
、
美
し
い
小
笠
原
の
自
然
を

維
持
し
て
い
く
活
動
の
一
環
と
し
て
、
ビ
ー
チ
ク 

リ
ー
ン
を
毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。 

ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
シ
ー
ズ
ン
も
近
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
海
岸
を
綺
麗
に
保
ち
、
島
民
も
観
光
客
も
ウ

ミ
ガ
メ
も
安
全
・
快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

た
く
さ
ん
の
方
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

【
日
時
】
５
月
15
日
（日
）午
前
６
時
集
合 

 

※
雨
天
の
場
合
は
中
止 

【
集
合
場
所
】
Ｂ
―
し
っ
ぷ
前 

【
持
ち
物
】
お
持
ち
の
方
は
軍
手 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
商
工
会
青
年
部 

 

２
―
２
６
６
６ 

 

「ギ
ャ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
・キ
ッ
ズ
」開
催 

 

◎
第
13
回
「
真
珠
星
と
南
十
字
」 

 

５
月
の
空
に
は
春
の
星
た
ち
。
輝
く
麦
星
・
や
さ

し
く
光
る
真
珠
星
・
帆
か
け
星
・
・
・
そ
し
て
小
笠

原
で
は
南
十
字
星
が
見
え
る
季
節
。
見
つ
け
ら
れ
る

か
な
？ 

【
日
時
】
５
月
25
日
（水
）午
後
７
時
〜
８
時
30
分 

【
対
象
者
】
小
学
校
３
年
生
以
上 

 

※
１
、
２
年
生
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
可
能 

【
募
集
人
数
】
30
名 

【
申
込
方
法
】 

小
学
校
の
申
込
箱
に
申
込
用
紙
を
入
れ
て
く

だ
さ
い
。 

【
集
合
場
所
】
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

【
参
加
費
】
３
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

※
２
回
目
か
ら
は
１
０
０
円 

【
申
込
締
切
】
５
月
24
日
（火
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

 
 

国
立
天
文
台
内 

 
 
 
 
 

２
―
７
３
３
３ 
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午
後
外
来
実
施
日
の
変
更 

 

５
月
４
日
（水
）は
祝
日
に
あ
た
る
た
め
、
診
療
所

は
休
診
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
午
後
の
外
来
診

療
は
５
月
２
日
（月
）に
実
施
し
ま
す
。 

【
受
付
時
間
】 

午
前
８
時
30
分
〜
11
時 

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３
―
２
１
１
５ 

 
耳
鼻
咽
喉
科
専
門
診
療 

 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
５
月
26
日
（木
）
午
後 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

27
日
（金
）
午
前
・
午
後 

 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
５
月
29
日
（日
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 
 
 

30
日
（月
）
午
後 

 
 
 
 
 
 
 

31
日
（火
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 

６
月
１
日
（水
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 
 
 

 

２
日
（木
）
午
前
・
午
後 

 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

【
受
付
時
間
】 

午
前
８
時
30
分
〜
11
時 

 
 

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３
―
２
１
１
５ 

    

予
防
接
種
の
実
施 

 

保
育
園
年
長
、
小
学
６
年
生
、
中
学
１
年
生
、
高

校
３
年
生
の
お
子
様
を
対
象
に
、
定
期
予
防
接
種
を

実
施
い
た
し
ま
す
。
対
象
者
の
方
に
は
個
別
に
通
知

い
た
し
ま
す
。 

【
接
種
種
類
】 

《
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
》 

保
育
園
年
長
、
中
学
１
年
生
、
高
校
３
年
生 

 

《
２
種
（ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
）混
合
》 

小
学
６
年
生 

【
父
島
】 

《
日
時
》 

５
月
27
日
（金
）（小
学
６
年
生
対
象
） 

６
月
10
日
（金
）（中
学
１
年
生
、
高
校
３
年 

生
対
象
） 

 
 
 
 
 

17
日
（金
）
（保
育
園
年
長
対
象
） 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

【
母
島
】 

《
日
時
》 

５
月
19
日
（木
） 

（
保
育
園
年
長
、
小
学
６
年
生
、
中
学
１

年
生
） 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

【
受
付
時
間
】
通
知
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診
（父
島
） 

 
対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。 

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方 

は
、
事
前
に
電
話
で
の
ご
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、 

１
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

《
日
時
》
５
月
26
日
（木
）午
後
２
時
〜
３
時 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 
 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 
２
―
３
９
３
９ 

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
会 

 

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
通
し
て
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。 

【
母
島
】 

 

《
対
象
者
》
６
歳
未
満
の
お
子
さ
ま
と
保
護
者 

 

《
日
時
》
５
月
26
日
（木
）午
前
10
時
〜
11
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間 

【
父
島
】 

 

《
対
象
者
》
１
歳
未
満
の
お
子
さ
ま
と
保
護
者 

 

《
日
時
》
５
月
30
日
（月
）午
前
10
時
〜
11
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

【
持
ち
物
】
バ
ス
タ
オ
ル
１
枚 

※
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

母
島
乳
幼
児
計
測
会 

 

お
子
さ
ま
の
発
育
を
一
緒
に
確
か
め
ま
せ
ん
か
？ 

 

母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
事
前
予
約
は
不

要
で
す
。 

【
対
象
者
】
０
歳
〜
６
歳
の
乳
幼
児 

【
日
時
】
５
月
24
日
（火
） 

午
前
10
時
〜
11
時
30
分 

【
場
所
】
母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
支
所 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
（父
島
） 

 

今
回
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。 

【
対
象
者
】
20
歳
以
上
の
方
（医
師
か
ら
運
動
を
止

め
ら
れ
て
い
る
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
） 

【
日
時
】
５
月
16
日
（月
） 

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分 

【
集
合
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
入
口 

【
必
要
な
も
の
】
運
動
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物 

※
雨
天
時
は
、
室
内
で
実
施
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

小
笠
原
海
運
㈱ 

０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１ 

お
が
さ
わ
ら
丸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ２３，５９０ (+1,020) １１，８００ (+510) 
特 ２ 等 ３５，３８０ (+1,530) １７，７００ (+770) 
１ 等 ４７，１８０ (+2,040) ２３，５９０ (+1,020) 
特 １ 等 ５４，５４０ (+2,350) ２７，２８０ (+1,180) 
特 等 ５９，０４０ (+2,550) ２９，５３０ (+1,280) 
２等（学割） １８，８８０ (+820)  

２等 
（身体障害者割引） 

１１，８００ (+510)  ５，９１０ (+260) 
村民割引 
（往復）２等 ３５，３９０ (+1,530) １７，７１０ (+770) 

 
貨
物
運
賃 

１  等  品 １５，６６０ (＋456) 

２  等  品 １４，５７９ (＋425) 

３  等  品 １３，４１１ (＋391) 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下  １，５６９ (＋46) 

０．０７５トン以下  １，１６８ (＋34) 

 

５月の燃料油価格変動調整金  

 ５月の調整金を含む運賃（旅客・貨物）は、次のとおりとなります。 

翌月以降の調整金については、直接営業所（２―２１１１）まで、お問い合
わせください。※（  ）内は変動調整額 単位：円 

伊
豆
諸
島
開
発
㈱ 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 

貨
物
運
賃 

１  等  品 ８，８６２ （+798） 

２  等  品 ８，３０８ （+748） 

３  等  品 ７，７５５ （+699） 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下 ８８８ （+80） 

０．０７５トン以下 ６６９ （+60） 

 

は
は
じ
ま
丸 

 
 
 
 
 

 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ４，４００ (+620) ２，２００ (+310) 

１ 等 ８，８１０ (+1,250) ４，４１０ (+630) 

村民割引 
（往復）２等 ５，７２０ (+800) ２，８６０ (+400) 
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ちゃんと眠れて 

いますか？ 

― 村民課福祉係 ― 

― 第 １３５ 号   ― 

 

クジラの伝言板 

 

 

村民課福祉係 

 2－3939 

 

クジラ：新年度になって、新しい友達と寝るのを惜しんで泳ぎ回っていたら、最近ちょっと

疲れてきたかなぁ～。だんだん泳ぐのも億劫になってきちゃった…。 
 

保健師：眠れてないと疲れがどんどん溜まって、気持ちにも影響を受けてしまいますよ。 

睡眠は、健康の基本なんです。よい眠りは体を休めるだけでなく、起きている間は

フル回転している脳を休めてリフレッシュさせるんですよ。「睡眠は疲労回復の最

後の砦」と思って、質の高い睡眠で、心と体をいきいきと保ちましょうね。 

 

だんだんと暑い季節になってきました。 

新年度・新学期から１か月が過ぎ、新しい環境に慣

れてきた方も多い一方で、疲れてきた方もいるのでは

ないでしょうか？ また、気温の変化は、少なからず

身体に負担がかかるものです。 

 

＜いびき＞ 
眠ることによって狭くなった‘のど’の部分に空気が通る

際に生じる雑音です。決してよく眠っている証拠ではなく、

むしろいびきがひどい時は睡眠の質が悪くなっています。ま

た睡眠時無呼吸症候群など睡眠の病気なことも。 
 

予防 

肥満の人は減量、就寝前のアルコールや食べ過ぎを避ける。

＜早朝に目が覚める、熟睡感がない＞ 
誰にでも、眠れない日はあります。 

しかし、疲れているのに早朝に目が覚める、夜中に何度

も目が覚めて眠った気がしない、というような状態が 2 週

間以上毎日続いているようならうつ病の疑いがあります。 
 

予防 

このような特徴的な睡眠障害を初期のうちに発見し適切
に治療することにより、悪化を予防します。 

今回のテーマは睡眠です。眠れていますか？ 

 睡眠は、生活をしていくなかで自然の摂理であり、健康を保ち増進

していくために欠かせないものです。睡眠不足や入眠障害等の睡眠の

問題は疲労感をもたらし、情緒を不安定にし、適切な判断力を鈍らせ

るなど生活の質に大きく影響します。 

 

○快適な睡眠をもたらす生活習慣 

・定期的な運動習慣は熟睡をもたらします 

○自分にあった睡眠時間で 

・年齢を重ねると睡眠時間は短くなるのが普通 

○自ら快適な睡眠を創り出す 

・夕食後のカフェインや、「睡眠薬代わりの寝酒」

は、寝付きや睡眠の質を悪くします 

○寝る前に自分なりのリラックス法を 

・軽い読書、香り、ストレッチなどでリラックス 

・眠ろうと意気込むとかえって逆効果 

○目が覚めたら日光を取り入れて、 

体内時計をスイッチオン 

・早起きが早寝に通じます 

○午後の眠気をやり過ごす 

・昼寝をするなら 20～30 分。長い昼寝はかえっ

てぼんやりのもと 

○睡眠障害は、保健医療機関に相談 

・寝付けない、充分眠っても日中の眠気が強いなど

は、「体や心の病気」のサインのことがあります。

快適な睡眠のための 7 箇条 
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世
界
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー 

 

◎
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
（国
際
自
然
保
護
連
合
）か
ら
の 

評
価
報
告
書
の
発
表 

  

小
笠
原
諸
島
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
つ
い
て 

は
、
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
（国
際
自
然
保
護
連
合
）の
評
価
報
告

書
の
内
容
を
踏
ま
え
、
６
月
に
パ
リ
で
開
催
さ
れ
る

（
バ
ー
レ
ー
ン
の
予
定
が
パ
リ
に
変
更
に
な
り
ま
し

た
。
）ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
委
員
会
で
決
定
さ
れ
ま

す
。
こ
の
評
価
報
告
書
は
、
小
笠
原
諸
島
が
世
界
自

然
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
こ
と
が
ふ
さ
わ
し
い
か
ど
う

か
、
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
が
専
門
家
の
立
場
か
ら
取
り
ま
と
め

た
も
の
で
、
５
月
中
に
ユ
ネ
ス
コ
に
勧
告
さ
れ
、
日

本
政
府
に
も
送
付
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

【
評
価
報
告
書
の
内
容
】 

 

評
価
報
告
書
の
内
容
は
、
小
笠
原
の
世
界
自
然

遺
産
が
次
の
４
つ
の
項
目
の
う
ち
ど
の
項
目
に
該

当
す
る
か
、
ま
た
、
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
か
ら
の
今
後
の
対

策
の
リ
ク
エ
ス
ト
な
ど
が
書
か
れ
る
予
定
で
す
。 

《
登
録
》 

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
す
。
追
加
的
な
勧

告
付
き
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。
記
載
と
も
言
い

ま
す
。 

《
情
報
照
会
》 

遺
産
に
登
録
さ
れ
る
た
め
に
は
、
追
加
の
情

報
が
必
要
な
場
合
で
す
。
今
回
の
世
界
遺
産
委

員
会
で
は
登
録
さ
れ
ず
、
翌
年
以
降
の
委
員
会

で
の
審
査
と
な
り
ま
す
。
再
照
会
と
も
言
い
ま

す
。 

《
登
録
延
期
》 

遺
産
と
し
て
の
価
値
の
再
整
理
な
ど
よ
り

綿
密
な
調
査
が
必
要
な
場
合
で
す
。
推
薦
書
の

作
り
直
し
、
再
現
地
調
査
な
ど
新
規
と
同
様
の

手
続
き
と
な
り
ま
す
。
今
回
の
世
界
遺
産
委
員

会
で
は
登
録
さ
れ
ず
、
翌
々
年
以
降
の
委
員
会

で
の
審
査
と
な
り
ま
す
。
記
載
延
期
と
も
言
い

ま
す
。 

《
不
登
録
》 

遺
産
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
場
合
で
す
。
新

た
な
発
見
・
科
学
的
な
知
見
が
得
ら
れ
た
場
合

以
外
は
、
同
じ
内
容
で
の
推
薦
は
不
可
能
で
す
。

不
記
載
、
登
録
不
可
と
も
言
い
ま
す
。 

【
評
価
報
告
書
の
配
布
】 

 
 

評
価
報
告
書
が
届
き
し
だ
い
、
概
要
を
村
内
掲

示
板
に
掲
示
す
る
ほ
か
、
村
役
場
総
務
課
企
画
政

策
室
、
母
島
支
所
な
ど
で
配
布
す
る
予
定
で
す
。 

 

◎
ネ
コ
の
飼
い
主
の
皆
様
へ 

 

小
笠
原
ネ
コ
に
関
す
る
連
絡
会
議
で
は
、
山
域
の

ノ
ネ
コ
を
捕
獲
し
て
い
ま
す
が
、
徐
々
に
集
落
に
近

い
場
所
で
の
捕
獲
に
入
っ
て
い
ま
す
。 

ネ
コ
の
飼
い
主
の
方
は
、
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
の
挿

入
、
首
輪
の
装
着
な
ど
飼
い
ネ
コ
で
あ
あ
る
こ
と
の

目
印
や
屋
内
で
飼
育
す
る
こ
と
な
ど
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 
総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 

 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 

協
会
（Ｏ
Ｗ
Ａ
）の
コ
ー
ナ
ー 

 

◎
飼
育
地
で
の
求
愛
ダ
ン
ス 

 

Ｏ
Ｗ
Ａ
は
鯨
類
だ
け
で
な
く
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

調
査
も
実
施
し
て
お
り
、
小
笠
原
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
新
た
な
対
象
と
し
て
、
ア
ホ
ウ
ド
リ
類
に
も
注

目
し
て
い
ま
す
。 

現
在
、
聟
島
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
ア
ホ
ウ
ド
リ

の
人
工
飼
育
最
大
の
繁
殖
地
で
あ
る
伊
豆
鳥
島
（小

笠
原
か
ら
北
へ
約
４
０
０
km
）
で
生
ま
れ
た
ヒ
ナ
を

聟
島
へ
運
び
、
巣
立
ち
ま
で
人
が
育
て
る
と
い
う
も

の
。
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
た
ア
ホ
ウ
ド
リ
の
繁
殖
地

を
復
活
さ
せ
る
た
め
の
試
み
で
、
山
階
鳥
類
研
究
所

が
主
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
す
。
平

成
20
年
か
ら
昨
年
ま
で
の
３
シ
ー
ズ
ン
に
飼
育
さ

れ
た
計
40
羽
の
ヒ
ナ
全
て
が
無
事
に
聟
島
を
巣
立

ち
ま
し
た
。 

巣
立
ち
後
、
早
く
て
３
年
で
巣
立
っ
た
場
所
に
戻

っ
て
く
る
と
期
待
さ
れ
て
い
た
ア
ホ
ウ
ド
リ
。
し
か

し
人
工
飼
育
は
世
界
初
の
試
み
。
本
当
に
戻
っ
て
く

る
か
は
ア
ホ
ウ
ド
リ
し
だ
い
で
し
た
。
そ
ん
な 

 

中
、
今
年
の
２
月
に
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
舞
い
込
み

ま
し
た
。
平
成
20
年
５
月
に
巣
立
っ
た
10
羽
の
う

ち
の
１
羽
が
飼
育
地
に
降
り
立
っ
た
と
の
こ
と
。
さ

ら
に
そ
の
後
、
同
じ
年
に
巣
立
っ
た
別
の
５
羽
、
翌

年
に
巣
立
っ
た
１
羽
、
な
ん
と
計
７
羽
が
入
れ
替
わ

り
立
ち
替
わ
り
飼
育
地
に
飛
来
す
る
様
子
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。
吉
報
は
続
き
ま
す
。
３
月
に
は
聟
島
育

ち
の
個
体
同
士
に
よ
る
求
愛
ダ
ン
ス
も
確
認
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

現
在
も
ヒ
ナ
の
飼
育
真
っ
最
中
。
順
調
に
い
け
ば

今
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
15
羽
の
ヒ
ナ
達
が

新
た
に
聟
島
を
巣
立
つ
で
し
ょ
う
。
来
年
に
な
れ 

ば
、
聟
島
へ
戻
っ
て
く
る
ア
ホ
ウ
ド
リ
は
さ
ら
に
増

え
る
で
し
ょ
う
。
ま
す
ま
す
聟
島
の
ア
ホ
ウ
ド
リ
か

ら
目
が
離
せ
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
小
笠
原
で

ア
ホ
ウ
ド
リ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

日
も
そ
う
遠
く
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
！ 

          
●
問
合
せ
先 

 

 
 

一
般
社
団
法
人 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
２
１
５ 

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
120 

 

―
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
シ
ー
ズ
ン
終
盤
で
す
― 

 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
今
シ
ー
ズ
ン
も
２
月

か
ら
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

２
月
、
３
月
は
海
況
の
良
い
日
が
続
き
19
日
間
調

査
を
実
施
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
19
日
間

で
97
頭
の
Ｉ
Ｄ
写
真
を
撮
影
し
ま
し
た
。
（ザ
ト
ウ

ク
ジ
ラ
は
個
体
ご
と
に
尾
ビ
レ
の
模
様
が
違
う
の 

 

で
、
個
体
識
別
で
は
尾
ビ
レ
の
写
真
を
撮
影
し
ま

す
。
）今
シ
ー
ズ
ン
は
小
笠
原
で
は
お
馴
染
み
と
な
っ

て
い
る
「
モ
ッ
チ
ー
ニ
」
の
確
認
も
出
来
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
「
モ
ッ
チ
ー
ニ
」
と
い
う
ク
ジ
ラ
は
水
中
写

真
家
の
故
望
月
昭
伸
さ
ん
が
、
こ
の
ク
ジ
ラ
の
生
ま

れ
た
年
に
尾
ビ
レ
の
写
真
を
撮
影
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
望
月
さ
ん
の
名
前
に
ち
な
ん
で
名
付
け
ら
れ
ま

し
た
。「
モ
ッ
チ
ー
ニ
」
は
１
９
９
２
年
生
ま
れ
な
の

で
実
に
19
年
も
小
笠
原
に
通
っ
て
い
る
事
に
な
り

ま
す
。
皆
さ
ん
も
海
に
出
て
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
を
見
る

と
き
は
自
分
の
お
気
に
入
り
の
ク
ジ
ラ
の
尾
ビ
レ
模

様
を
覚
え
て
お
く
と
毎
年
の
楽
し
み
に
な
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
ね
。 

            

そ
ん
な
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
も
そ
ろ
そ
ろ
シ
ー
ズ
ン
終

盤
と
な
り
ま
し
た
。
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
が
北
上
す
る
と

今
度
は
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
時
期
に
入
り
ま
す
。 

 
 

今
年
も
産
卵
・
上
陸
の
目
撃
情
報
が
あ
り
ま
し
た

ら
小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
８
３
０ 

 
 

（Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・ネ
イ
チ
ャ
ー
） 

 
 
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http:/
/b

onin-
oce

an.net 

飼育個体による求愛ダンス 

今年も来ました「モッチーニ」です！ 



扇浦遊歩道供用開始 産科・婦人科専門診療（父島～17、19、20）

海上保安署安全推進活動（～8） ヘルスアップ教室（父島）

高校図書館開放 森林生態系保護地域への入林受付および簡易講習

固定資産税の納付期限 小笠原支庁専務的非常勤職員申込締切

ジョンビーチ方面遊歩道の通行止め

こどもまつり（父島） 父島ノヤギ駆除（村）

子供の日の集い（母島）

入港日

小笠原診療所休診 麻しん風しん混合

（母島　保育園年長、小学６年生、中学１年生）

フォトレポーター事業カメラマン募集申込締切

出港日

銃器による父島のノヤギ駆除（～28）（都）

高校図書館開放

母島交通安全教室 野ネコ対策事業捕獲集中期間開始（～29）

小笠原高等学校授業公開（～27）

高校図書館開放

母島乳幼児計測会

父島ノヤギ駆除（村）

小笠原村職員の募集（保健士）申込締切 ギャラクティック・キッズ申込締切

インターネット利用新規申込受付申込開始 入港日

母島巡回労働相談 ギャラクティック・キッズ開催

東京都自然保護員（非常勤職員）申込締切 父島動物巡回診療申込締切

父島ノヤギ駆除（村） 耳鼻咽喉科専門診療（母島～27）

乳幼児健診・歯科健診（父島）

ベビーマッサージ会（母島）

入港日

村民意見・提案・相談受付 父島返還祭参加者申込締切

春の全国交通安全運動（～20） ２種混合予防接種（父島小学６年生対象）

定期予防接種 電話による無料法律相談

産科・婦人科専門診療（母島） 出港日

行政相談所の開設 父島動物巡回診療（～30）

耳鼻咽喉科専門診療（父島～6/2）

高校図書館開放

出港日

ベビーマッサージ会（父島）

ビーチクリーン（境浦海岸） 入港日

高校図書館開放 軽自動車税の減免申込締切

7

8

6

水

木

金

土

日

1 日

3
17 火

18 水

4

2 月

行　事　予　定日付 曜日

5

日付 曜日

16 月

行　事　予　定

火

9 月

10 火

木

11 水

12

13 金

14 土

15 日

19 木

金

21 土

22 日

23 月

20

24 火

25 水

26 木

27 金

30 月

31 火

28 土

29 日

憲法記念日

入・出港日

入・出港日

みどりの日

こどもの日




